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醤油は小豆島古来の名産品
瀬戸内海に浮かび、香川県最北端に
位置する小豆島は、面積 153 ㎢の牛
のかたちによく似た島。古くは温暖
少雨な気候を利用した塩づくりが盛
んで、400年前に塩を使った醤油づ
くりを開始。以来、桶仕込みという
独自製法による醤油づくりを守りつ
づけている。

商品情報
左から、正金醤油の「桶仕込濃口　純」（360ml）、高橋商店の「丸
大豆醤油」（500ml）、タケサンの「杉桶仕込み醤油」（500ml）、
ヤマサン醤油の「国産丸大豆醤油」（150ml）、ヤマヒサの「豆
しょう」（500ml）、左海醤油工業の「杉桶仕込み醤油」（500ml）、
金両の「極醤油」（360ml）。

関連団体
正金醤油　香川県小豆郡小豆島町馬木甲 230
☎0879-82-0625
金両　香川県小豆郡小豆島町馬木甲 842-1
☎0879-82-3333
ヤマヒサ　香川県小豆郡小豆島町安田甲 243
☎0879-82-0442

タケサン　香川県小豆郡小豆島町安田甲 103-1
☎0879-82-5555
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小豆島醤油協同組合
理事長

塩田 洋介  氏

写真左／細かく砕いた小麦
と高圧釜で蒸した大豆に種
麹をくわえ一気に混ぜ合わ
せ、麹をつくる。

写真右／蔵の梁や壁、さら
に杉桶にももろみの発酵を助
ける酵母がびっしりとつく。
自然の営みが醤油に活きる。

蔵で杉桶が威風堂 と々立ちならぶ様子はまさに壮観。
なかには江戸時代から使いつづける年代物もある。

桶の高さは大人の背丈
ほどもあり、現役で活
躍する期間は人の一生
よりも長い。街の景観
の一部として、いつま
でも生きつづけるので
ある。
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高橋商店　香川県小豆郡小豆島町安田甲 142
☎0879-82-1101
左海醤油工業　香川県小豆郡小豆島町苗羽甲 2128
☎0879-82-0641

ヤマサン醤油　香川県小豆郡小豆島町馬木甲 142
☎0879-82-1014

発酵を促すために、職人が
ひしゃくでもろみをかきまわ
す。伝統の職人芸が小豆
島自慢の味をつくる。

小豆島桶仕込醤油
名称の由来／400年の伝統を誇る小豆島で昔ながらの杉桶を使用し醸造した醤油。

製法の特徴／50年、100年と使ってきた杉桶を使い、1年～2年の長期にわたりゆっ
くりと時間をかけて発酵・熟成させる。発酵では蔵や桶に棲みつく酵母の助けを借
りる。

原材料の特徴／九州の丸大豆、香川および北海道の小麦を使用。

品質と安全性／原料チェック、洗浄、異物除去を実施。品質検査（色度、全窒素分、細
菌検査等）、官能評価（正常サンプルとの比較）もあわせて実施。

業界とりまとめ団体／小豆島醤油協同組合（香川県小豆郡小豆島町苗羽甲1356 -4）
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